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研究プロジェクト活動一覧 
 
 本研究プロジェクトで実施した研究会ならびに地域研究センター定例会は次頁のとおりで
ある。 
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千葉大学人文社会科学研究科 
地域研究センタープロジェクト研究会 
 
 
「環境変動下における牧畜技術文化とその変化」 
 
 
共催：  第 31回モンゴル研究会 
日時：  2017年 2月 2日（木）14:00～16:00 
場所：  千葉大学西千葉キャンパス千葉大学文学部 4階ユーラシア言語文化論資料室 
 
ソーハン・ゲレルト（中国内モンゴル農業大学人文学院教授） 
「モンゴル高原における遊牧生産様式の本質とその変容 
―中国内蒙古自治区の牧畜地域の事例に」 
通訳： ナムラ（千葉大学特別研究員） 
 
 
 
共催：  第 32回モンゴル研究会 
日時：  2017年 5月 26日（木）15:00～17:30 
場所：  千葉大学西千葉キャンパスアカデミック・リンク・センターI棟 1階 
 
ジャブジマ・シャマン（1962年モンゴル国ドルノド県生まれ。モンゴル国師シャマン） 
「モンゴルのシャマニズム」 
通訳： サランゴワ（千葉大学修了生；株式会社カイクリエイツ） 
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共催：  第 33回モンゴル研究会 
日時：  2017年 3月 1日（火）11:00～17:40 
場所：  千葉大学西千葉キャンパスアカデミック・リンク・センターI棟 1階 
 
総合コメント：  小長谷有紀（人間文化研究機構・理事） 
 
ナムラ（千葉大学特別研究員） 
「牧畜経営の変化と原因分析―20世紀 40年代から現在まで」 
 
ヒシゲジャルガル（千葉大学人文社会科学研究科博士後期課程） 
「日本とモンゴルの継母説話の比較」 
 
バヤリタ（千葉大学人文社会科学研究科博士後期課程） 
「オイラト・モンゴルの野生植物の生活利用文化 
―新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス県を中心に」 
 
ソロンガ（千葉大学人文社会科学研究科博士後期課程） 
「ラクダの個体を表現する呼称 
―内モンゴル自治区アラシャー盟アラシャー右旗を事例に」 
 
欠ヶ端和也(千葉大学人文社会科学研究科博士後期課程） 
「アジア北方諸民族における動物頭骨の祭祀と儀礼 ―アイヌを中心に」 
 
ソマン（千葉大学人文社会科学研究科博士前期課程） 
「中国内モンゴル自治区フルンボイル地域におけるモンゴル族の学校選択に関する実証研
究 ―親に対する聞き取り調査を中心に」 
 
総合討論 
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共催： 第 34回モンゴル研究会 
日時：2018年 2月 27日（火曜日）13：00~18：00 
場所：千葉大学西千葉キャンパス 
   千葉大学人文社会科学系総合研究棟 4階文学部共同研究室 2 
 
司会 渡邊 三津子（千葉大学文学部・助教） 
あいさつ 吉田睦（千葉大学文学部・教授） 
総合コメント：小長谷有紀（人間文化研究機構・理事） 
 
包海青（千葉大学大学院・外国人研究員） 
「シャマニズムとモンゴル族の起源伝説」 
 
アルタンバガナ（千葉大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程） 
「グローバル化と中国の多民族的な文芸戦略 
―馬頭琴芸術家のチ・ボラグの国際実践を事例として」 
 
廣田千恵子（千葉大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程） 
「モンゴル国カザフ人社会における住居内装飾文化 
―3つの住居パターンにみられる装飾状況の比較検討」 
 
ソロンガ（千葉大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程） 
「ラクダの焼印―バダインジリン砂漠地域の牧畜民を事例に」 
 
バヤリタ（千葉大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程） 
「オイラト・モンゴル人における野生植物の家畜利用について 
―新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス県を事例に」 
 
総括・総合討論 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
